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が

い
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一
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知
の
よ
う
に
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来
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離
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収
通
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な
っ
て

お
り
ま
茶
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一:,

年
内
に
十
二
月

ま
で
の
一
一
一
一
離
代
一
一
一
一,M

さ
れ
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一,L6-,

っ
に

お-E

い
し
ま
す
。  
一
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一
一.--

一
一
一
一.--

そ
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他
を
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下
さ
る
こ
と
一
一:

・
一
、
一
一
ー
一
一
し
ま  

す
が
、
都
内
の
読
者
に).  
い
て
は
、
最

寄
り
の
・i-

同.-

一
が
菌
一-,
・
一
・
・-(

一
一
に
う
か  

が
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場
、
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も
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り
ま
す
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、
」
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の
節
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お
顧
い
い
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し
ま
す
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一
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一
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一
一
一
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・
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え
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し

同
じ
く
す
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み
ず
か
急
結

一
購
に
統
一
し
て

基
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要
求
に
正
し
く  

?J,-J

一
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一
一
一
一
一
急

い
う
点
で
、
私

ヨ

ま
す
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組
総
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一
・
質
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一
一
ー
一
一
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lf
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い
な
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統
一
有
一
一
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一
一
一

い
と
こ
ろ
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「
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の
こ
え
」

党
」
の
建
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書
言
境
」.':-

:-
  

を
組
識
す
る
こ
と
美
一:

、

・
こ
れ
ま
で
器

う
こ
と
を
強
調

一
一
一
一
一
一
」'

と
い
う

こ
れ
に
よ
っ
て
、

こ
と
一
一
一
一
一
験
川
一-

  ('--

一
ま
し
た
。  

こ
の

一9

一
一M

-'

内
一
構
一
一9

と
の

=

、
、'

是
の
で
す
か

と
し
た
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,

、
」
き
の
常
任
發
の

-

五
全
委
の
報
告

諸
集
団
と

間
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い
る
よ
う
に
、

計
車'
五,
ー
一
一
、
被
で
、

通
動
の
統
一
に
か
ん
す
一-

  

日
本
共
襲,

の--:-

て
き
た
わ
が
国

労
望
器n

  ,  

・
一
一
一9

一m

一
を
整
す

る
も
の
静''  

、
、  u

本
諾
一
ー
ー-

の
投

行
い
、
「
日
本--:

一
開

,,a

望
け
つ
ぎ
、
こ

え
″
と
の
一
一:=
一
一:

一
な
一
一
一
し

上
ば
な
ら
な
い
と

ち
に
開
始
す
る
と
と
も  

で
わ
が
一
一.:---
一
一
一-

  

一

方,u-
  -

・  :
・  

統
一
の
た
め
に
努
力
し
一-
「'
、
一
た

-

一
義'

部
装
団
、
個
人

同
の
一
一
一
一
一
一
一,

・
一
と
し
て
、

一
の
な
か
に
は
、

な
一
一
一
り
が
あ
り

-

た
ら
し
て
い

上
は
徹
講
に
一
単

一
を
連
成
し
う
る
よ
う
一'

・  

て
努
力
す
る
」
と
い

そ
の
語
し
合
い
は
、

ん
で
い
ま
す
か

答
「
日
本
の
こ
え
」
と

は
、
十
一
月
十
二
日
以

き
て
、
結
館
一
と
一
細
一
講

努
力
す
る
無'

本
的
な
能
一

出
発
点
で
の
意
見
の
一  

が
で
き
ま
し
た
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そ
こ
で
「
日
本
の
こ
え

す
べ
て
の
共
一:

照
事
審

ー
プ
と
一
一
一
一
し
あ-

-

と
い
を
す
す-

、

器
器'

と
と
も
に
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(

・
・  

F,a  
的

備
し
た
い
と
考
え
、
管

落f  」
一
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・
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い
一
一
一
一
一
一
通
め
て

た
、  

三
一
發
の
合
部
化
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lit

の
間
湘
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あ
っ
て
、
渡
一,,

・
、'-.  

・-
  

灘E

の
三
一
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ね
る
こ
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環fn

い

東
京
だ
け
で
な
く
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方
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要

な
り
ま
せ
ん
。  ----

・
一
・
一  

一  

」
と
い
う
一
一
一
一
一
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一
一
一
一
「
一

三
い
う
よ
つ
に
う:  

を-

っ
て
お-l-~

、
・
波
・  

一.n

日
の
朗
日
新
関

は
っ
き
りf

新
し
い
一

た
」
と
い
い
、
一'n-

一
い
」
と
い
うT

:-,L
  

い
る-

と
い
う
よ
一  

.

。-
  

と
も
、,

ー
一n

・
内
一
一
に
一
一J

き
る
だ
け.,,--'-

・  

を
一a

一
め
た
い
と
一
一
一
っ
て

1  

問
「
こ
え
」
と
一
一
一
一
一
一

度
で
の
一
買
の
一
数

こ
し
一J

一
一
一J

す
が
、
一
一
」
れ
に-

間
題
の
レ
ー
ル
が
嫩
か

の
は
好
ま
し
く
な
い

部
に
あ
り
ま
す
が

は
と
ら
な
い
」
と
い
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一
た

物価値上げ反  対エプロン全国大会(12  ・  1、  日比谷)  

海
員
ス
ト
第
二
渡

労
働
者
の
自
覚
的
闘
爭
へ

七
日
年
蘭
一*

・
時-

、'

海
員
組
合
の
ス
ト

は
尋
二
渡
一r

一
一
一
一
一
い-.

、
六
日
ま
で
の
十

一
一M

の
動
一  

・
波
に
ひ
さ
つ-

つ
い
て
た
た

か
い
は
す
す
め
ら
れ
て
い
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・  -
  

注
十
目
間
の.--.'  
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・
ス
ト
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一
一n

、.--,.

一
一
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
が
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の
一
一
一
感
一
は
一
解

軸
た--

・
一
一
一
一
し
て
い  -,

一
、
か
か
わ
ら

ず
、  if

な
打
準
を,-

・r  ~.,n

濟
に
与

一
ぇ-,

じ-

て
い
た
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・  

国
外
市
期  

~,

の
川
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が
す
べ
て----,-

に
わ
た
っ

て?-

・-'  

し
、
金
〇
り--

、f

で
一J

び
い
て

く
る:'-e

、
各
企
戦
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、n'

国
船
と

の
一'
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さ
り
か
え
る
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一
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で
あ
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き
に
石
油
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一
で
は
、
原
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一
一
一
一
と
・
一
一
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ノ
ー
、
ッ
・
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十
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一
前
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一
、
、
じ
、
ス
ト
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一
期
出
ず
れ
ば
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一-

一
一
一
一
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と
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メ
ン
ト

一
降
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一
゛e
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、
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ろ
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イ
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と
も

一:

一
を
つ
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、
一
、,-:'-M

-

・
・
一
一
一
一
で
は
六:u

ま
で

に
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“
揚
げ
で
、
一----

い
輪
ス
原
編
が
五
万
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一
一  

一
通
間
分)

に
の
ぼ
っ
た
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な
る
と
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通
輸
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も
搬
め
て
い
一,

一
一
、

だ
か
ら
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た
政
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も
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側
も
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ス
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し
て
、
大
重
や
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、

牛
皮
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、
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、
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し
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・
、
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合
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一
一
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強
翻
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一
一
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一
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な
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け
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第.
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、
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側
の
事
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義
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」
か
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で
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実
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本
給
の?-

ー
ク
ノ
一,-
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ン
◆
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四
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一
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百
五
十
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金
に
く
り
い

れ
る
と
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つ
事E

一
一
上
の
セ
ロ
国
容
議

画
す
る
な
ら
、
組
合
も
一
要
求
原
一
一
一
一
一
一
一
一
固

一
一
一
一
行
し
な
い
。

第
二
波
ス
ト
が
決
行
さ
れ
る
の
は
当

総
で
あ
り
、  n'----

一
一'

一
渡
も
準
備
さ

れ
、
關
争
は
い,r

一
い-

一
一.

一
一
期
化
す
る,

様

相
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め
し
て
い
る
。

そ
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一
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、  l-

に
構
摘
し-
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本
の
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  l,--

總
備
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一
一
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題
化

計
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野
一
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、
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・,
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ー
出
目
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組
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、
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目
組
・
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の
・
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化
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・---

細
な
種

図
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一
・,-
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ら
か
一'

一
、

船
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、
一
一
の
聞
争
の
洪
一:

一
は
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ま
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に
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の
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対
じ
し
、
カ
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は
五

分
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”
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伸
し
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い
る
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こ
の
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で
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第
一
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で
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一
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一
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れ
、
外
航
船
に,

、
ト
ラ

イ
キ:.-.-

中
さ
れ
た
。  1'

れ
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油
術
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ミ
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価
し
て
い
る
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か
し
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さ
に
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と
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か
均
衡
し
た
た

た
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で
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一
一
一
後
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概
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・
一
一
一
一
一
て
い
る
。
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あ
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翻
、

(

船
内
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と
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代
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議
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組
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こ
そ
第
一
一
渡
の
終
り
頃
が
ャ
マ
だ
と
い

流
る
い
一
一
一
一
一
の
時
点
で
の
緊
急
課
題
だ
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組
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し
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階
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長
益
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す
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一:

一a
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と
な
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と
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た
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ま
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。
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一
一
一
・,

で
一
一,-,,

一
一

境
モ
も
た'

い-

、
い
い
、
あ
る
一,-,

分'

流  

で
も
器
一
、
一
一
・
、
一
・
一
一
一
一
一
一
る
と
い
う,,

・)-

一
、

い
ろ
い
ろ
・
一--':,,

が
あ
る
で
し''

・)

・
。  

そ
れ
は
今
後
も
識
一M

に
一
一,

、
る
で
し
ょ
う

が
、
な
に
よ
り
も
一
ー--'

一
一f

こ
と
は
わ
れ

わ
れ
が
み
一
・-m

一
」
一.s-

一
一
ー
一
一
一
一
を
鐵
設
と
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。  

「
新
し
い
党
」
の
建
設
と
は

み

間  

「
こ
え
」
は
こ
れ
ま
で
革
一

的
低M

,

の
離
一
一
と
一
い
う
こ
と
を
強
説

し
、
社
器
「E

前
し
い
一
、:

」  

と
い
う

こ
と
一
一
一
一
一
構
一
調
し
一,

・
一
一
一
一
一
ま
し
一,  

こ
の

点
一
意
統
一
は
で
き
た-.-J

す
か

富「
提
案
」
で
も
、
ま
た-.  ,f,

の
報
告

で
も
あ
一
一
一
一
一.--,

か
に
し
て
、
、-.

プ'-.

・
う
に
、

日
本
一
理
一
難a

か'

っ
て
、
一.

・
た
報
国

労
響
穩
舞
識E

',r

、,--

一
発
す

る
も
の
藤
電4'n-'-

  

・
一
ー
一
の
投  

げ
す
て
た
考
の
伝
統-f

ア
一
、'-)

ぎ
、
こ

れ
を
発Jif

さ
せ
な
一
一
一
一,

一
、.-----)

な
い
と

題
い
ま:f

。

日
本
設
一
一
一
一
一
一
一
一
一
の
一E

-----'--v  

一
二  ,

に
は
、

し
か
し
、
一
一.v-:,,-i-<

な
一
一
一
一
り
が
あ
り

そ
集
が4,-

の-(,-

、
を
も
た
ら
し
て
い

る
の
で
一-

か
ら
、
そ
れ
は
徹
一'

、
的
にf-r

ち
と
一
一
標
一
一
し
、
脇
力
し
て
、
み
ず
か
ら

見
を
一
講
す
る
と
い
う
点
で
は
、
わ
れ

わ
れ
と
一
一
ー
一
一
る
も
の
一
一
し
一  .',,

・
、
、  

質
築.

諾

セ
ク
ト
ー
號
義
順
し
た-
一
に
現
代
の

器
一
に
こ,

一,'--

、
国
一
一
的
科
一,

・
一
一'

一
、
一
一  

意
と
一
一
」
・
一:'

・
一
一...-

・?
ち
た
民--1-

の
一
一
一  

を-la-

・-

・
一,

、--

ば
な
ら
い,

一
い
っ
基

本
方
向f,,

い.

し-

一
登,

し
て
い
一
一.,,

重
にn

た
ち-

、-
  -~

器

一
一,-

・
一.

」u-j

・
一
ま
る
も
の
一
・
、--.-,-
一
く
、
前
に

し
た-Iii  

一
の
一
ー
一
一
地a

電
一-J

て
い
る
と
い

一',--

一
一
一
で
も
一
致
し
一,

、.'

・.-

。

間  -
-
-
-
-
,-

一'

こ
え
」
と
の-

-
-
-

一
、

一
一
一
一
一
一
一-,

・.  '  -

・,

一
し
合
い,,-),,',,.

・
・
一
一
一

で
の
ば-.

か
と
い:,,

一
か
れ
た
と
い

う
一
一:-,

一
、
は
わ
か---

た
。  

し
か
し

ト
ッ
プ
、,

一
一g'

」
な
こ
と
で
、
有
一
が
迅  

議      長

羣
書
ぃ
覚
」
と
い
う
嘉
はr

新
し

い
う
よ
う
に
う

っ
て
お
り
、
た

一
月
二
丸
日
の
調
日
一
議

と
で
一
も-

疑
氏
は
は
っ
き
り
「
新
し
い

倶
や
、
社
一
一
一
・
が
四
年
間
追
求
し
て
き

た
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
放fa

一

さ
れ
るa

一
一
一
一J

一
一
一
一
一
一
一
一
い-

ど
い
う
疑
・
一
一
一
一  

も
生
れ
て
い
る
よ
う
に
一
一
一
わ
れ
ま

す

派
關
一
一
要
つ
基
ぺ
き
だ
」
と
い
い
、  

「
別

答  

四.--

一
・
前
、
一
一
一
一
一
一
一
・
が
結
成
さ
れ
て
一
せ
ん
。  

問
蹈
は
、
そ
の
一
一
一
一
め
方
、
新
し

i-

一
コ
ー
ス
は
と
ら
な
い
」
と
い
うf

一
賀
一
か
ら
言
ま
で
、^

一
一
一
一
一
一
ー
一
一
体
が
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

氏
宣
差
っ
て
い
る-

と
い
う
よ
一
一
義
演
崩'

に
森
に

う
に
論
警
い
ま
す
。'

軽
基
薪  

レョ ー

的主_  級はの
に義關      、統

=
lf'S
  

の
要

な
な
か
で
た
た
が
っ
て
き
ま
し
た
。
い

盡
ぃ
お
ばe

が
け
の
一
飛
船

を
行
お,a,

い
、
つ
の-

で
西
、--a'

日

の
ひ
と
り
、
ひ
と
り
が
、
ま
た
一
一
一
一
一
一
一
一
か

ら-n

え
て
下
さ
っ
た
方
が
た
が
、  

買
剣

い

に
考
え
、
い
ろ
い
ヌ
ー
な
一
一
一
限
を
講
さ
一  

た
え
う
る
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

べ
て
き
誉
こ
ろ
で
す
。

「
別a

コ
ー
ス
は
と
ら
な
い
」
と
い

F,

こ
え
」
の
一
基
も
、
私
た
一  

れ
る
の
も
当
然
と
思
い
ま
す
。

社
革
自
体
の
意
思
統
一
が
な
に
よ
り

も
必
要
で
す
し
、  1-

一
一
国
が
一
数
し
て
、

1  

こ
の
飛
出
を
一
一
一,,-,-,

一
げ
るM

-

の
第
力

を
必W

-

し
て
い
手
。  

一
ー
一.

一
の-:-c

、

私
た
・
一
一',,..

・-

四
年
の
一
ー
一
一
一
一
に
と
り
く

む
必
一E,

一
が
あ
る
で
し
ょ
う
。  

こ
の
一J

と

は
結fi-;-

美
き
取-

け
て
き
た

一
年
一--

、---.-

一
一
一
一
痛
一
一
一
一,

一
一
て
い
一)

と
こ

ろ
で
・
一
・,

・
、--ila

的
に
に
十
分
的
括
さ

れ
て.--..

一
一
・
一
一
一
一
し
ん
。

-
ll-

中-
-

、

、..-
.

一

が

一

国

の=
  J
I'

・  

連

動

を
車.,L

、
・''

目
の
時
代
の=

一
、
の
士

境
の
一,-.

、
一
、-

一
ぃ
学
一
義F-

」
・  ,

の
一
一
を

切
り
一
一
く
・,-

し
い
大
衆
的
」-;-,

の
述

設
をf

、-

、
一
し
て
出
発
と
し
一7

一
そ
の

な
か
一
・
・
、
一:----'

・
、
一
一
一
一'=

コ
一
摩
率.

学
・-----

一
一
一
一
一
い

し

た-
y-
  ,-

第

や

一

一-
  ,-
  :

義

服

し

、  l,  l-
-

に

も

一

」

一

」

一

一,-
-
-
-
.-
.L

に

お

い
て-

、,:

・)

一
資
任
を
自
一
一
一
し
た'

連
一,-

  

の
思
一--

、'  -:

…
一
一
を
き
ずf

・
一-J.,-

・
一,J

と

に
努
方-.-

一
一-

ま
し
た
。  

ま
一
、
組
識

的

な

一

一r-
-
  r

一

か

か,0
.-
-
'.-
-
-
J

一M

一

一

一

階

級

に

一-
M
)-
-

礎

を

おf'

、,.'

・,-

納

と

大
衆
「
一n

  :  
・
」
し
い
開
照
、-

、':  ?.--

る

面
で
・-,

、
一
し
て
一
一
一
一
、
ま,

一
た'  

・...

の
な

か
で:,',,  

の
・
一
動
に
た
ず
一,0-

  -

た
斡

部
、
「
・
的
一.

・  -

自-0
の-:

し
た,-

割
を

度
省
し
、--

流
列
を
照,--,'--
力
も

さ
れ
て
一'-'  

一
信
量
ォ  

・.',.-.  
さ
ず

き

え

た,:),,,'

大

き

く

け.'-
-

せ

ん

し
か
し
、..

、-

紹
融
の
一
一
一
一'---
一
一
一.-

、
一:

一
一
り

と
は
い
一,,:.:

、
一'  

な
も
の
で,-

  

・'  

た
と
思

い

革.'  1
'

、,  

、

のM

田

が'

、,,'',

の

ま

ま
一n

一
一'

一a,

、
一'

・
ま
す
が
、,

、
た,

は
そ

の
間
性
一
の
一,9

求
一-'--

て
放
難
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま1-./'

認-
0
    -
l:

大-
-
r  

判

を

結

船
、
の'

築
照
に'n,

都f

と
ば
采
一
通
当
一
だ-

と

患:  11、1  

、
手
一
認
判

重
一
一
の
標
く-

章
る

努
力
を
続
け
る
こ
と
で
、m

織
の
こ
の

f

事
る
こ
と
で
あ

り
、
よ
り
多
く
の
活
動
一
、
統
と
の
触
れ
あ

い
と
一M

一
・
間
な
相
一
一:'

一
一
一
判
に
よ
っ
て
、
い

相
互
不
信
の
解
決
と
進
め
方

間
結
集
・
組
織
的
統
一
に
つ
い

て
は
い
ろ
い
ろ
な
献
見
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
っ
を''  '

餐
結
集
・
組
織
的
統
一
そ
の
も
の

に
一
反
対
す
る
憲
見
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

い
組
織
の
性
格
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

組
織
的
統
一
の9

一
求
は
、
社
・  :

一
而

党
の
谷
間
の
な
か,-f

動
通
動
の
革
新

と
一
一
一
自
の
前
一
一
一,,'

・
一'--'  

・
る
必
要
を
精

感
し
て
い
ヌ
ーa1-

し'  ':,'f

か
に
一
一
一
別
強

い
も
の
が
あ
り
、
一
一
一
一
た
ち
は
こ
の
一
業

に
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
こ

な
い
と
思
う
の
で
す
。

結
集'  

組
織
的
統
一
を
さ
ま
た
げ
て

い
る
一
般
も
大
き
な9-

一
因
は
、
日
本
一
一
一
一
一
一
一
一

っ
そ
ぅ
・--

ん
だ
解
決
に
到
速
す
る
、
そ

の
た
め
に
も
結m

i

・m

細
的
統  

一
が
必

要
一'

一
一
一
る
と
思
う
の
で
す.

。        '

,-

た-

は
、
現
在
の
情M

:

の
も
と
で

日
本
の
一f

的
通
動
・  f'.

一
生
一
一''

一
通
要

発
一--.--

一
一:

・
一-

、
「
新.--)

い.--

一
を
建
設
す

る
た
め
に
は
、
過
去
一
一
一
一::

・'-

・  ,'

一
一
一
一
連
動

の.

新
が
・-

は
一
現
警
あ
る
、
こ
と
かr

一
検
湖
も

し
、-.V

ん
一
一
一J

・
一
一
一)-l,

一,

ま
し
た
が
、
こ

の
こ
、
一,

一
一
・
一
一
識
的
統
一
の
一m

・m
E

話
で

も
、'

一
、
一
・
一
一
一.

・
一
組
織
的
。
一
・  

一
の
後
に
お
い

て
一f

、  ,)',

一
ー
一
者
つ
づ
き
、-.-

、
一
、
一
れ
な
け
れ

ば
な-

な
い
と
思
い
ま
す'

----

ん
、
す
べ
て
の-l-

を
解
決

し
一(

・
か
、--y

な
け
海
ば
一M

,

いs

団
と
し

て,,)-
  

一
は
あ
り
え
な
、
い
な
、-'u,

」
は
能

も
・
一
一(

一  

い
な
い
で
し
」
一).

。  

し
か

し
、  

一
一,

・.,

・  

開
論f  

・  9--

的
な
一  

数

、

一.'

い

・-
  .~

田

を

、  -
-
-

一M
-
-
-
f

一

の

以

前:

・,

一-----

一
一
度
ま
で
一
一,

一
一
し
一(

一
お
か
な

け
れ
・,-

な
い
の
か
、
一
・
一
一
で
は
意

見-'

″
わ
か
れ
て
く
る-

一
一
一
・
一,

、
一
一
一)-

で
す
。

--

一
、
一,

一.-'-

一
一
一
、
こ
れ
か
・,-l

一
一
的
な:

一M

一

旅,  -

・
一
・:

と'o

し
合
い
、-'  

同
で
小
一
国

的
・  r

・
一'-,-~

な
会
統
か
・'--,  

て
「
。
細
細

統'  -

た

一

の

準

備-
''  -
,

」(

仮

称)  l-'

・,

立
さ
せ
た
いf

・  

っ
て
い
ま

す-
、
一,

・'

、
一
一
一
準
備
一
一
一
一
一--.,-t

・-

で
は
、

組-'--
  

一  .
た
解
決
一,f-'

・,

一
間
題
と

統:  n--

昭
決
す
べ
ー
一f-

と
を
区
別

し
一,~','.-

る
こ
と
が
、
一  .)

一
の'

戰
製
な

仕--

に
な
る
と
一E
一
い
一
一
、
一
一J

。    

・

一'-

・
一
こ
て
は
、
そ
れ  -,,

一
、:

上:

続
験
と

政,'-
'j-
,-
'd

的

一

器-
liM
-

を

、-
-
-

し

て

、

開--

一
一
一.,

一-:---

一
一
し
て
ゆ
こ
一
ソ
と
い
う
の
で

ず
か
・-

、  -:

一
た
ち
は
、-,

中
が
四
年
間

通
東
し
て
さ
た
と?.

、
一
一
ァ
一
一'
を
、  J

任
を
も

っ
て
、
そ
の
な
か
一(

一
一
一
・--

さ
、-
て
行
か

ね---

な
一)

な
い
し
、
一
一
一
一
し
い.

織
は
自

分
た':

か  ,--

的
に
ァ
ー,  ',

・
し
て
ゆ
く
の

だ
と
い
う
黎
一
一
一
一
一
一:

・',-

一
加
者
全
体
力
も
つ

必
要
が
あ
る
と
、
う
の
で
す
。  

一
一
一
の
ゆ
が
ん
だ
基.

活
の
な
か
で
一
一
一
み

だ
さ
れ
た
相
票
構
で
す
。  

こ
れ
は
概

視
し
て
は
な
、---

い
體
で
す
が
、'

こ

の
一
一
凝
は-

ろn

織
統
一
へ
の:

・
一
一
一
一

の
一
一
ー
一
ヵ
と
、
共
同
の
た
た
力
い
の
な
か

で
す
す
め
ら
れ
、
一
一
一
一
一r

に--M

一
一
一
一
後

の='

、
同
の.-

一
動
の
な
か
で',-'

構
的
に
解

決
さ
、n

る
間
題
だ
と
一,

い
ま
す
。  

精
一
一
一
一

的
一
一
一
・'

の
・-=-

己
批
判
一
一
一,

・
一
一
一
し
い
こ
と

一
一J--

・'

ー
ノ
、  ,-

一
一:

一
一
一
一
細
の~--.

に
大
き
く  

一
一
一
一
一
一'-f6,,

一
が
一
、  W

'

に
・
一
・
一
・
一'

ぺ
た
よ

ぅ
に',-.-.-

の
条
件
に
す
べ
一
一
一
・'

も
の
で
は

な
い,'.

一-

い
ま
す
。

結
集
の
一
一
一:

め
ン
に
つ
い
て
は
、
私
た

ち
の
五
・
一
一
一
一
一7.

一
一
一
一
一
一
一
一
「
個
別
的
会
談
が
進

め
ら
れ
る
な
か
で
、
細
織
的
統
一
が
当

一
一
一
一
一
一
能
な
と
こ
ろ
と
、
な
お
一
算
一
一
の
努

社
会
、
王
一
我
に
お
け
る

労
一
例
賃
銀
の
本
質
と
そ
の
実
態

ソ
ビ
エ
ト
の

貨
金
問
題

新
道
直
行
編
訳      

器
能

y

ビ
ェ
ト
の
労
働
者
の
賃
銀
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
、
労
働

者
は
、
ど
れ
だ-J

事J-

、
を
知
つ
て
い
る
一
だ
ろ
う
か
。  

そ
の

正
確
な
知
訊
な
し
に
、
社
会
一
・
一
」
一
義
を
一
一S

一
一
」
す
運
動
は
効
果

的
に
お
し
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か-

  

本
書'

一
一
一
一
、
社
会
主
義
先
進
国
、  y

連
に
お
け
る
、
労
働--

一
銀

の
現
状
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に

数
多
い
開
係
資
料
の
な
か
か
ら
とV

に
基
本
的
な
文
一
一
一
お

よ
び
一
一
一
一
・--

資
料
を
選
び
出
し
、
こ
れ
を
理
論
、
政
一
一
・
一
一
お
よ

び
実
一,

一
の
一
順
序
に
整
理
し
、
系
統
的
理
解
に
資
す
よ
う
編

集
・  =:--

一
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
の
社
会
主
義
・  

労

働
運
加
一
に
一a

一
一
一:

一
一
す
る
・
一
一,

「
一,:J

ろ
大
で
あ
ろ
う
。

<

目
次>

                '

社^

室
義
的
算
銀
理
驗
な
ら
び
に
資-9'

築/

置
銀
器/

賀
銀
政
策/

一:E
',-

一
一
一
一
一
ー

り
一a-t--

・
に
お
け
る
資
銀
制
度
お
よ
び
買
銀
の
一
一
一
一
態/

ソ
・
湖
都
の
置
銀
制
度/lf

率
制
度

/

資
和,'--

・
、
・.

、)

よ
び
資
銀
概
造/

プ
レ
ミ
ア
ム(

報fa)

制
置
銀
一
制
度/

個
々
の
労a  

者
グ
ル
ー
プ
の
管
観/

照=

の
体
給1

一
序'

一
別
・  

願
一'--

一--

・
一
た-

州
一
任
、
技
術
者
お

き
職
国
の
労
価
の
ー
ン
ーf

い

資
本
主
義
へ
の
移
行
論
爭

山
岡
売
一/

福
富
正
美
編                B

6
/

価6
5
0

目

封
一
一
一
一
細
か
一
一
一
一
費
本
一
義
へ
の
移
行
の
諸
問
題
に
関
す
る
ソ
ピ
ェ
ト
ー
一
學
の
最
近

の
成
巣
を
紹
介
し
与
ソ
ピ
ェ
ト
由
一
一
一
一
一
の-a

本
的
動
向
は
明
一9

に
理
解
で
き
る

、額理占
海の化費し

底
的
に
整
か
い
按
か
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。  -

海
國
變
・
」
は
、
す
で
に
食
料
品
そ
の

一'

・  ,  .-
-
  =
'.

・-
  

出

響

の

あ

る

實

物

t

加
一:

一
に>.

い'.l'  

一
一
一
一
船
、
續
一
一
一
扱

い
が
止
の
範
囲
か
、b

除
ル
し,(

一-'

い
る
。  

そ
し
て
ス
ト
申
の
船
一
一
一.-,,,

一
一  

・  

續
街
の

保
安
は
、
労
働
者
の-

  

、.'-

た'

配
慮
で

一
購
し
一
・J

き
て
い
る
。

「
ス
ト
に
は
い
る-.

一  --,=.,

に
全
一
国

が
一
一
一
一
装'

要
證
に
な
り
、
、,--.-

保
要
業  

務
に
つ
く
」
「
積
一
荷
を
一
「-

を
も
っ
て
守

る
の
が
日
本
の
船=-

一
、
た
」
と
話
る
海

上
の
一
労
働
者
た
ち
の
一  .

一
ー-

の
・)

ち
に
こ

そ
、
生
席
者
と
し
て-

・;']-

一
一
一
一
一
一
一
一J

の

手
か
ら
離
さ
ず
た
た
・-

い'r-

め
る
力

が
こ
も
っ
て
い
る
の
一
一
一:

一
一
り
、
ス
ト
の

な
か
で
こ
の
力
を
自
常-

、
な
・
・
・
・
、
の
と
し

船
と
積
荷
を
自
一
一
的
一-r:-

  -,  

る
一
機

力
な
戦
面
一
一
一
一
発
腿
一
一
一
一
一
一-

、
關-

を
さ
ら

に
拡
大
一
一
ー
一7J-,,-

一
一
一J

、
勝
利
は
確
保
さ
れ

る
。そ

の
た
あ
の
一
聽
で
の
大
衆
討
識
、

(

船
内K

賓
会
と
船
代
会
譲
の
組
組)  

こ
そ
第
二
渡
の
終
り
一9

一
が
ャ
マ
だ
と
い

わ
れ
る
い
一
ま
の
時
点
で
の
緊
急
器
だ

(H
)  

わ
た
く
し
た
ち
は
一
一
一
一
一?

一
一
同
一
一,'l9

電f

一
一
ー
一
一
に
お
い
て
べ
ト
・
一,.,

、
一
要
一
一
・
の
拡
大
・
一,

一
一
一
一~

一
期
化
、
イ
ン
ド
本
ツ
ア
に
一
一
一
一
っ

た
因
離
な
事
一
一-

な
・-=a

の-

序
情
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
し
、
同-f-'.

一-.---,-=:

一
一
一
一
の
部  

一
の
同
一
一
一
一
フ
一
一
一
、
一
一'

一
一
小
さ
れ
て
い

る
こ
と
一
一
一
一
一
一M

配-:)--l6

し
たP

ま
た
、
内
の
目
解
条
約
批
一
一
一
一
阻
止
の
た
た
か
い
、
一W

一
一
一
一
の
反
動
と
含
理
化
一
一
一
勢
と
対
決
す
る
た
た
力
い
一
一,

ど

日
一T

の
、-

和
、
一
一
一
一i

側
そ
の
他
民
無--

一
鑼
述
動
の
一f-

要
検
討
一
し
、
講
速
動
の
統
一
と
革
新
を
め
さ
し
、.

一
を
一
一
じ

く
す
る-:  

・r-T

一
義
者
が
、
結
集
し
一
議
的
統
一
の
た
め
に
努
力
し
、
真
の
共
一
一
一
一
一
一
ー
一
・
一a

一
者
の
一
一
一
一
を
建
設
す
る
こ
と
が

く--n---

・,'

一
、
一,-'.

急
か
つ
電
一.

要
在
務
で
あ
る
こ
と
を
満
場
一
数
匯a-l:>

一
一r6

し
た
。            .  

い
た,

、-

た
ち
は
こ
の
一
一
一f

一
一
ー
一
か
つ
菌.

要
在
務
の
た
め
に
奪
關
す
る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。-

で
にf-

  

を
一
一.)?

一
、--,,

す
る
共
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ー
一
盛
者
の
諸
集
団
、
国
人
、
読
者
の
み
な
さ
ん
と
の
そ
の
た
め
の
認
し
合
い
は
始
め)

れ

て
い
ま
す
。  .

つ
一
一
、
一
・
一~

ー:

一
本
の:---

一
語
一
一,T

一
一
聽
諸
連
動
の
統
一
と
章
新
の
た
め
の
、
ま
た
、
わ
が
国
一
一
一
一
藤
一
一
ー
一
義
連
動
の
革
新
と
総
一
を
め
さ

す
ゎ
た
く
し
た
ち
の
活
動
に
資
金
面
で
の
ご
接
動
を
訴
え
ま
す
。

み
な
さ
ん

一:[-4

の
一
ー
一
和
、
民
整
一
一
一
ー
一
一
一
一9

、
中
立
を
め
さ
す
た
た
か
い
の
た
め
に
、
社
会
一
一f

一
離
日
本
の
難
設
の
た
め
に
、
み
な

完
方
の
一0--l

一
一
一
カ
ン
パ
へ
の
一
一.

一
一m

カ
ー
・'---

一
顧
い
し
ま
す
。

一
一:

一
六
五
年
十
二
月

社
会
主
義
革
新
運
動
全
国
一
一
一
一
一
一
員
会

事' ' '    、    

-
-

・
離  

力
に
終
つ
と
こ
一,--

一
一J

一
が
生
れ
る
こ
と
は

当
一
一
一
予M

さ
れ
る
。  

わ
れ
わ
れ
は
、
当

面
の
組
一
一
一9

一
一
一  

一
に
進
み
え
な
いM

総

と
の
健
も
、
統
一'

行
動
とm

力
の
た

め
の
適E

な
一
方
一
法
と
形
態
を-,

慮
し
、

将
来
の
大
一
一
一
一
一
へ
の
努
力
を
っ
一
く
す
ぺ

き
で
ぁ
一,,

・
・.--

一
建
し
て
い
ま
す
。

私
たf

は-,=

ま
で
の
体
脇
を.-,=

じ

て
、
組
識
・H

一
一
一f

一
の
必
要
性
を:

一
一
一
一
一
ー
一
す

る,--
J
,,-J
,--
,

一:)-
,

、
、  -

-
.,

の
可

能
性

に)

い

て

も
確
一
一
一
一
一
一
・J

  -
  

・
一
一~,

見
通
し
を
も)

て
い

ま
す
。  

こ
の
出
細
的
統
一  

は
、
撒
は,

出  

な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ

う0

目
本-'-,

ー
ー
一
一
一
導
部
の
用M

'-

・n

と

セ
ク
ト
ー'

一
一
、
一,

假
一
義
一
一
た
た
か
っ

て
、
い?'

い,

一
一
一
一
時
期
い
一
一
一:'

い
一,.

の
条

件
で
こ
の
一
・
一
一
一.

・
一
部
れ
た
者
が
、
一
一,

れ
そ

れ
分
融
し
た
一
ル'-'

い
一
活
動
し
て-

一
な
か

で
、
編
輸-

の'

で
も
考
え
方
の.--,

一
も

相
当
の
一,-J

-
-
l-
6

れ
て
い
る
一(

一
一'--

(

二
面
に
つ
づ
く)

ー
、
一
、
ー-

,,:-.

一
一,:--

,,1

j  

一'

東
一
之-

m
,-('

い
う

提      

イ
ン
フ
ルI

、
ー
リ

チ
ン

の
解.'-,,;-'-:

M
      -
,.

子
ど

も
の

一
・'-1

-
=
1
'

a  

一
一
錢
し
て
、,

一-

た

 
 
 
-

間
湖
を
一
一
一
一
し
て
い

る
。  

厚
サ
ー
ー-

  

一
「
一
件
を
の
一.-,

、-

の

四
件
は
ワ.,'

・  ,'.

ー
ン
接
湖
と
開,-

が
一-O

r  

と
は
必
ず
し-

い
い
が
終
一
一1-,

ー

ヮ
ク
チ
ン
ー
ー
の
推
能
を
構'-

し
一
一
し
い

る
が
、  -

ん
と-

そ
う
一
一.,::

一
一,

一
て
い
い
、
の

だ
ろ
う
か1

一
の
三
月
、  ali--:--

・
一
一,  

社
と
い
う
一.,

一
事',

者
が
、
試
一
一
中
の'f  

薬
キ
セ
ナ
ー'

、
、
、
ン
を
一
従n

青-:-l

一
せ
一  

て
人
体
一r'
一
一
一
を
お
こ
な
い
、  --,  

の
・
一
一

用
で
十
一,

ノ'
・
一
一
・
一-

・'

院
、
一
名:--'1

す

る
と
い?

作
一
一
一?
一
一
一
間
一
一
一
一
腦
が
サ
ー
た
こ

と
が
あ
る
。  t--'

国
申
の
一  i---"

人

統
擁
一
一
一
一n

に---
し
て
、
目
下
解
一
中

の
は
ず
だ
が
、
こ
の
画
後
、  --.--.-:.  

薬
課
に
一
一
一
」---r

一
基
じ
た
一
一
一  

和:-
  --
  

が
、

「''--
-
.

一
一

」
と

い
う'-'

一
一,'-:  

に
し
て
、,---

一.--

一
使
か
ら
「
一,.

ぅ.'.:
っ

ち
ゃ
う
一
一
・
く
な
い
で
す
よ
。  -

・m
成:-'.i  

と
い
う
ん.

一
、c

す
よ
」
と
た
し
な
め
、)

れ

た
事
明
一
が'?  

一
新
解
の
『
あ
、r-

・)

し
っ

子
』
と
い
・
っ
・
一
一
一
に
素
磁
ぬ
か
加
て
い
る

1
  

一
あ
一
一,

一-

し
っ
子
」
意-

、--,-

・  

薬
の
購'

一
装
「
イ
ソ
ミ
ン
」
ま
た
は--

  

陽
一
一
一
一
「
一..,,

ンM

」
を
田
川
し
た
一
一
一
一  

解
が
、-

一
・'-'  -

に
合
有
す
る-

  

り
ト
マ

イ
ド
のM

・
る,

、
一
・'

削
作
用
を
一,'l'-J-

  

ま
れ
た
一
一'--.-

  

俗
一
一
一
一
だ
が
、  

こ--
  

ノ

装
相
事
作
・'?-,

し
て
い
る4-'--'J

も

約
干
人
の  Ia'--

を
発
生
し
、
そ
の
中

の
二
十
八',n

が
一
間
と
大
一H

,-

・
一'

・,.-,

・
・
を

相
手
に
一
、M

円
の
組
害
解
値?-,

・:--,--
  

こ
し
て-'

、
一~1

中
同
流
の
貴.,,,,--

た

と
、
現--

…
一
の
一
照
の
組'W~--.-

、
リ

ヵ
合
衆,c''

一
い
・
っ
こ
と
に
・
一
一  )--.

い

る
。  

そn
-
.-',

メ
リ
カ
で
さ
一f:

、-

いA

(

食
線
一
一
一-

-
-

一
一)

の
一  ,--

,

・:--
  

の
慎f?  ,:..-

・':

米
関
民
の
一
一  =

,  -

、
・,

、

イ
ド
期E

-
'

一-
-
-
-

ふ
せ
い
で'  -

~.',  ,-
  

デ
イ
かr-

,

、
一-

  9
  

徴
を-

,--
.  

た'  

ま
た
一
一
一  1

・
、'  

一
一r,-

」
に
は
、
升,

・
一',  ,,  

ン

シ
ス
コC

  ,,-,''

バ
判
所
が
、'

、
、
し
ル
ー

用'

器
フ
のM

  --

し
ス
テ
ロ
ー
ル
制
を
の

ん
で
自
内-

に
一'-

り
、
一
頭
解,---.'

け
お

ち
て
し
一,.  -'  

た.--

一
一
解9

一
一
一
一
一
一
一-

、.

ー
一  

一
一
一..

が
一
一
一
一
一
一
一
・,  ,  

ー
デ
ー
タ
を
」
・?-

・
一
一:

・
一
・
し

て
い
た,,

一
と
・,-'-

摘
し
て
、'.  '9

四f  

三
一
自
一
一
一
円--:.-

一
一
償
一
一
一:

一
一
一
一..

、.

ル:-,

じ

て
い
る
一
▼  

こ
・
・
ハ
ー
な
の
に'-

・,

、
、,

一
一.

一
一
、
一
、
る
と
わ

が
国
の
一y

一
一
ー
一
・
・,,

社
と
一
一a:

生
一
一
一:vi-

は

ひ
ど
い---,

で
、
一
例
畫
一
加
ば
、

一
流
制
一9-'

一,  

科
の
一
一
證
一
一
一
一.,-----,

一-

一
一
て

の
製30-

一
一
一
「
・
、
一
一
一
観
理S

長
が
一
一
一
一
・,

・,,

ノ
下

っ
て
い
る
。  

そ
の.

結
果
、
役-

と,.

一
社

の
関
係
が
、f

う
な
る
か
、
費
わf

と
知

れ9

つ
。  

こ
の
田
篇
織
が
一
前
一
相
事
性  

を
起
こ
す
一
内
に
も
な
る
一
▼
も
っ
と

も
、
一m

in-~--M

の
よ
う
な
大
新  '

で

も
、
広
一
一
の
大
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
大

日
本
禁u,f

一
一
一
一
・9,:)

て
、
三  --'

始  

の
広
告
文
一
一
一
一
一
一
一
要
引
一,--'

一
、
一
一
一
一
ん
す
る
ご
時

世
だ
か
ら
、
正
要
一
・
一-'-,

、
と
い
う
こ

と
は
ま
た
離
い
か
な
だ
。  

遊
撃
の
思
想

齋
藤
竜
鳳                  

理
證

現
代
一
一
一
本
の
映
画
界
と
そ
の
作
品
を
素
材
に
、
ず'

ぐ
れ
た

映
画g

”
想
で
、
今
日
の
状
況
を
み
ご
と
に
き
り
と
る
一n

一

色
評
一
一=

基
。  
効
果
的
な
反
攻
作
戦
に
転
ず
る
た
め
に
は
、

死
減
へ
の
出
発

林
光    

・              

田
證

現
代'

・.

最
は
く
人
間
の
う
た>

を
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。  1

ー
ヵ
言
に.,-

ら
れ
る
一
一
一r

一
一
一
一
一
一
一
一
一
人
口
の
增
大
、
日
一
一
一
一
・
の
管

楽
界
は
等:

一
し
て
い
る
。  f

か
そ
こ
に
人
開
の
う
た
は
あ

る
か
。  

一
言
楽
の
可
能
性
を
通
し
て
現
代
を
一
追
求
す
る
。  

增
補
人
間
論

梅
本
克
己
著

四
六
判
」
」
一
製

価
六
一11:

ハ
〇
円

-̂

一
一
の
的
一
一
外
と
た
た
か
一
一'?-

一
一
の
は
、
た
た
か
い
の
一
一
一
一
器
そ
の
も
の
を
非
人
間
的

な
陳
外
か
ら
ま
も
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。  

今
日
の
状
況
の
な
か
で
、'

、
一
一
、
ル
ク
ス
義

の
出
発
点
を
た
し
か
め
、
更
的
唯
物
論
の
も-

も
根
本
的
な
命
題
を
と
ら
え

か
ぇ
そ
う
と
す
る
画
期
的
労
作
。  

東京神田酸河台

マ
ル
ク
ヌ
ー
王
義
に

お
け
る
思
想
と
科
学

梅
本
克
己
者

四
一lf-,-

自  

価
七
八
〇
円

三一書房

,

イ
一
一,.,

ォ
ロ
キ
ー
の
終'

器
″
が
語
ら
れ
る
今
日
、
思
想
は
ど
の
よ
う
に
自
己
の

一
疑.

一
一
一
一
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
。  

マ
ル
ク
ス
主
義
内
部
の
續
盛
を
指
摘
し
つ

つ
、
体
制
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
″
さ
ま
ざ
差
意
匠,  

と
対
決
す
る
労
作
。  

独
占
資
本
主
義
と
農
業
問
題'

南
清
彦
者                          E

一
和o

田

一
響
資
本--

義
の
も
と
で
の
小
民
節
陪'/

船
一-E

械
と
船
民M

分
解
一,,-,

独
一
一
一
一
資

本
部
義
と
小
展
農
政/=

本
械'['--,

・-,

・'

・,.

一
一
一.

・
一,

・
前
船
一
の
変


